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衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
内
閣
官
房
報
償
費
の
目
的
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

内
閣
官
房
の
報
償
費
は
、
国
が
、
国
の
事
務
又
は
事
業
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
当
面
の
任
務
と
状
況
に

応
じ
そ
の
都
度
の
判
断
で
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
機
動
的
に
使
用
す
る
経
費
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
並
び
に
三
に
つ
い
て

内
閣
官
房
の
報
償
費
の
取
扱
責
任
者
は
、
事
実
上
の
呼
称
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
法
令
の
規
定
は
な
い
が
、
当
該
報
償

費
は
そ
の
性
質
上
、
取
扱
責
任
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
取
扱
責
任
者
に
対
し
て
支
出
さ
れ
、
取
扱
責
任
者
は
当
該
報
償
費
の

目
的
に
沿
っ
て
、
そ
の
都
度
の
判
断
に
よ
り
、
最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
で
当
該
報
償
費
の
支
払
い
を
し
て
い
る
。
内

閣
官
房
の
報
償
費
に
係
る
取
扱
責
任
者
は
、
そ
の
時
々
の
内
閣
官
房
長
官
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

取
扱
責
任
者
に
対
し
て
支
出
が
な
さ
れ
た
金
銭
は
、
引
き
続
き
公
金
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
お
り
、
刑
法
（
明
治
四
十

年
法
律
第
四
十
五
号
）
等
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

一



内
閣
官
房
の
報
償
費
以
外
に
取
扱
責
任
者
が
置
か
れ
て
い
る
国
の
経
費
は
、
警
察
庁
所
管
の
報
償
費
の
う
ち
協
力
者
報
奨

金
、
防
衛
庁
所
管
の
報
償
費
の
う
ち
情
報
及
び
資
料
収
集
並
び
に
犯
罪
の
捜
査
に
必
要
な
経
費
、
法
務
省
所
管
の
報
償
費
の

う
ち
事
件
そ
の
他
の
情
報
収
集
経
費
及
び
そ
の
他
機
密
事
案
の
経
費
、外
務
省
所
管
の
報
償
費
及
び
政
府
開
発
援
助
報
償
費
、

厚
生
労
働
省
所
管
の
報
償
費
の
う
ち
麻
薬
取
締
行
政
及
び
労
働
行
政
の
情
報
収
集
に
必
要
な
経
費
、
国
土
交
通
省
所
管
の
報

償
費
の
う
ち
事
件
等
の
情
報
収
集
費
及
び
事
件
等
の
調
査
活
動
費
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
財
務
省
及
び
国
土
交
通
省
所
管
の

捜
査
費
、
公
正
取
引
委
員
会
所
管
の
審
査
活
動
費
の
う
ち
情
報
収
集
経
費
、
法
務
省
所
管
の
調
査
活
動
費
及
び
公
安
調
査
官

調
査
活
動
費
並
び
に
厚
生
労
働
省
所
管
の
麻
薬
取
締
活
動
費
、
労
働
関
係
調
査
委
託
費
及
び
日
雇
労
働
者
実
態
調
査
委
託
費

で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
計
算
証
明
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
第
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
会
計
検
査
院
の
承
認
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

取
扱
責
任
者
は
、
報
償
費
の
目
的
に
沿
っ
て
、
そ
の
都
度
の
判
断
に
よ
り
、
適
切
な
使
途
に
つ
い
て
、
最
も
適
当
と
認
め

ら
れ
る
方
法
で
報
償
費
の
支
払
い
を
し
て
い
る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
支
払
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
円
滑

二



か
つ
効
果
的
な
遂
行
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
答
弁
を
差
し
控
え
る
が
、
報
償
費
の
支
払
い
に
当

た
っ
て
は
取
扱
責
任
者
に
お
い
て
厳
正
な
取
扱
い
に
配
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
支
払
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
第
一
項

の
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
に
つ
い
て

内
閣
官
房
の
報
償
費
が
、
内
閣
総
理
大
臣
の
外
国
訪
問
に
随
行
し
た
者
が
現
に
要
し
た
宿
泊
費
と
当
該
者
に
旅
費
と
し
て

支
給
さ
れ
た
宿
泊
料
と
の
差
額
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
の
報
償
費
の
具
体
的
な
使
途
等
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
事
実
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
第
一
項
の
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
」
に
該
当

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
事
実
に
関
連
し
て
国
家
公
務
員
に
よ
る
犯
罪
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
が
生

じ
、
こ
の
事
案
が
捜
査
の
対
象
と
な
る
な
ど
社
会
的
影
響
の
大
き
さ
に
か
ん
が
み
、
あ
え
て
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
記
録
」
は
存
在
し
な
い
。

三



六
の
�
に
つ
い
て

内
閣
官
房
の
報
償
費
の
使
途
等
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
官
吏
服
務
紀
律
（
明
治
二
十
年
勅
令
第
三
十
九
号
）
第
四
条

第
一
項
の
「
官
ノ
機
密
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
、
同

項
に
よ
り
、
守
秘
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

内
閣
官
房
の
報
償
費
の
支
出
は
、
常
に
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
等
の
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
御
指
摘
の
事
案
に
関
し
て
も
予
算
執
行
職
員
で
あ
る
支
出
負
担
行
為
担
当
官
、

支
出
官
等
に
よ
り
適
正
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
秘
密
保
全
の
た
め
の
規
則
」
は
、
内
閣
官
房
に
お
け
る
秘
密
の
保
全
を
直
接
の
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た

規
則
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
「
内
閣
官
房
秘
密
文
書
取
扱
規
程
」
（
平
成
十
三
年

一
月
六
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
で
あ
る
。

四


